
両川地区まちづくり懇話会会議録（要旨） 

 

と き：平成２９年 ８月３日（木）午後７時～午後８時４０分 

ところ：両川地区コミュニティセンター 

出 席： 

（市 側）市長、院内支所長、産業建設課長、市民サービス課長、教育委員会 社 

会教育課長、消防本部 南部分署長 

（事務局）秘書広報課長、企画財政課長 

（両 川）３８名 

 

進 行（秘書広報課長） 

 

１． 市長あいさつ 

２． 出席者自己紹介 

３． 前回（平成２７年度実施）の懇話会での質問に対するその後の対応状況 

                         （院内支所長） 

４． 市政報告（各担当） 

総合計画など主要施策の進捗状況について「まちづくりレポート」に基

づき説明を行う 

５． 意見交換会 

 

意見① 

前回の質問の説明で良く解りました。先般の日本の石橋を守る会の総会で行

政をあげて支援していただき、ありがとうございました。その中で、日本一の

石橋の見直しという意見がありましたが、すばらしい文化財があるのにもうち

ょっとどうにかならないか、そうしたらもう少し観光客も来るのにという話も

ありました。鳥居橋の展望台のカーブのところの危険防止の標識のゴムが劣化

しています。またその先のカーブあたりに空き缶が多く捨てられています。鳥

居橋２００周年目指して、２１１６年の時に、鳥居橋がしっかり残っていると

思いますし、残そうというのが大事で、それまでに石橋を含む棚田の景観とか

をどう維持していくか、今、基盤づくりをどう考えているのか市長に伺いたい

と思います。 

 

回 答 

鳥居橋のゴムの劣化については、さっそく今朝現地を確認しました。劣化し

て倒れていましたので、支所の産業建設課で対応したいと思います。空き缶に



ついては現地を早々に確認して、不法投棄の看板が立っているかどうか確認し

たいと思います。石橋については、７５基現存しているのが大きな財産だと思

います。石橋をどういうふうにするか検討した結果、毎年３００万円ずつ計上

しそれぞれの石橋が抱えている支障木の撤去などに使ったりして定着している。

また国道３８７号線から見える景観のスポットを守る事業をしており、特に鳥

居橋付近はきれいな姿になっています。景観の保全は一つ一つの積み重ねが大

事だと思っているので引き続き対策を行い、７５基を一つの石橋郡として継承

をしていきたいと思っています。今年の日本の石橋を守る会の総会を行うのも

ＰＲだったと思います。大分、北九州発の観光バス旅行の周遊地に今年は福岡

発も加え、石橋めぐりをいれています。石橋は多くの方が一斉に来るというの

ではなく、好きな方が目的意識を持って来るものと思っていますので、たくさ

んの方に来てほしいという気持ちはありますが、石橋の価値を理解している人

に来て欲しいと思います。来年は２５年ぶりに大分で国民文化祭がありますの

で、その中のメニューの一つに石橋コンサートをいれていますのでＰＲできる

と思います。プラスアルファする上乗せ分は補助がでると思いますので、関係

者とご相談させていただきたいと思います。 

 

意見② 

子どもの医療費は小学校入学まで無料となっていますが、他市では小学校に

行っても無料となっているところもあり、宇佐市での実施はないのでしょうか。 

 

回 答 

若い子育て世代のみなさんからご意見をいただきました。子ども医療費の件

ですが、思いは同じですが、これは受け入れる側、お医者さん側の体制が整っ

ていないので無料化の枠を広げにくいのです。夜間・休日については、中津市

民病院で対応していただています。以前は福岡大学から 7 人小児科医が来てい

て、３６５日２４時間で維持していただいていましたが、医局の関係で引き上

げる事態となり、大分大学に急きょお願いして、現在５人の体制で行っており、

２４時間対応できず、４月から２２時までの対応を余儀なくされています。医

師会とはよく話をしていますが、今のお医者さんの体制では無料化すれば受診

者が増えてくるので、また小児科医が疲弊して医局に引き上げ悪循環になるの

ではないかと、医師会のご理解がいただけてない。引き続き関係機関と協議し

て参りたいと思います。小児科医の先生は、夜間は難しいと思いますが、休日

診療している時があると宣伝してほしいと言っていますので、情報を出してい

きたいと思います。子ども手当は国の制度ですので、ご要望の趣旨は市長会等

を通じて国に伝えていきたいと思います。 



意見③ 

市営住宅の件ですが、院内はとてもいいところなので、住宅が増えるといい

と思います。 

 

回 答 

宇佐市の市営住宅の方針としては、院内に建設の予定はありません。昭和４

０年代からの住宅の建て替えをしており、今時点では住宅を減していこうとし

ているので難しいですが、担当課へ伝えていきます。 

 

意見④ 

この辺で子どもが気軽に遊べる公園を作っていただきたいのですが。 

 

回 答 

院内では公園として整備したものはありませんが、担当の都市計画課には伝

えておきます。 

 

意見⑤ 

子ども手当は２歳か３歳になれば減っていきます。２人目、３人目のほうが

苦しくなってくるので、年齢が上がるに連れ増える方が親としては助かると思

います。 

 

回 答 

子ども手当は国の制度ですので、ご要望の趣旨は市長会等を通じて国に伝え

たいと思います。 

 

意見⑥ 

プレミアム商品券がありますが、核家族で住んでいるので、子どもを預ける

こともできず、土日販売なので商品券を並んで買うことが出来ません。買えな

いという人がいることは知っていただきたいと思います。 

 

回 答 

プレミアム商品券は売り切れますが、ちょうど希望者に見合う規模かなと思

っています。行列に並んで買えない人がいるというのは初耳です。両院商工会

の人に話を聞きたいと思います。原則日曜に売り出していると思いますが、平

日の方がよいのでしょうか。また、ご相談させてください。 

 



意見⑦ 

婚活サポーターをしていましたが、違和感を感じていました。婚活サポータ

ーにお金が入るようなシステムでしたが、できれば結婚した人にお金をあげる

ようにしてほしいと思います。 

 

回 答 

婚活サポーターには成功報酬として１０万円差し上げるというのは残ってい

ます。それは婚活サポーターがマッチングさせたり、お世話をするに実費がか

さむのではないかということで、成功報酬プラス実費を差し上げるということ

で出しているので、決して成功報酬だけではありませんのでご理解いただきた

い。結婚した人の補助では、新婚さんが宇佐市に住めば、結婚したら住宅費を

補助しています。 

 

意見⑧ 

院内インターチェンジは院内方向しか入れませんが、両方向から乗りいれで

きるようにしたらいいと思います。 

 

回 答 

院内のインターチェンジですが、管理運営しているネクスコから回答がきて

いますが、技術的な課題で今のところは 双方向は無理だということです。 

双方向にしようとするとカーブを切らなくてならなくて、スペースがとれない

ということです。東九州自動車道の四車線化をお願いしていますので、その計

画をするときに何か工夫できないかとお話をしています。 

 

意見⑨ 

院内町全体で三又の妙見に上がる道のとこから宇佐側のところで、そんなに

事故が起こるところではないのに起こっています。３年前、市長にお願いして

いたらよくなりました。また、大きな木があって保障のテープがまいてあった

のですぐしてくれるのかと思っていましたが、今もそのままです。吉田屋に入

るところまでは歩道がありますが、そこから先の歩道がありません。下の旧道

が通れるのでないのかと思いますが、是非歩道を兼ねた改良をお願いしたいと

思います。距離的には４００ｍか５００ｍしかありません。学生が自転車で通

学するためにも整備をしていただきたいと思います。 

 

回 答 

国道３８７号は宇佐から玖珠につながる重要な道です。きちんとした歩道を



作って交通をスムーズに通すという大きな方針を持っています。どこからする

かという議論がありますが、法面については、岩が落ちてくるなど危険性が高

いという所は優先度を早くしたということです。いますぐ落ちる危険がないと

ころは、暫くはそのままでいいのではないかということが県の見解です。歩道

については支所から南にさがって斎藤までいき、二日市まで事業が入っていま

す。二日市で止めたのは旧道があり、とりあえず、通うなら旧道が通れるから

です。その理屈からいくと川面建設のところも、そこまでは急いでする必要が

あったが、旧道があるのでそこで止まっているのです。代替する道路があるか

どうかが判断する材料になっています。一番危ない所を作っています。危険度

の高い所が終われば、事業をしていくことになると思います。 

 

意見⑩ 

三又の川遊びに来る人がいますが、沈み橋に行っても駐車場がありません。

是非、駐車場を確保して欲しいと要望がありました。以前は砂浜があり遊びに

来る人もいましたが、大水とともに石が多くなり、先日 20 人くらいの人が来ま

したが、止めるところがなく道に止めていました。 

 

回 答 

河川敷として車を停めるのには許可がでないと思いますし、何もしないとい

うわけにはいかないと思いますので、今後、協議をしていきたいと思います。 


